
桜美林大学環境研究所公開講演会 

「放射線被ばくの健康リスクとは」 
 
 桜美林大学環境研究所では、12 月 23 日（金・祝）に「放射線被ばくの健康リスクとは」

と題した公開講演会を開催いたします。講師には、放射線の健康影響の専門家である大分県

立看護科学大学の甲斐倫明先生をお招きしております。 

 本年 3 月 11 日の東日本大震災に伴って発生した東京電力福島第一原子力発電所の事故は、

放射線による健康影響についての国民の関心を一気に高めました。しかし、さまざまな情報

が錯綜する中で、正しい知識を得られる機会は少ないのが現状です。 

 今回は、原発の是非の問題とは離れて、純粋に健康影響の面から、放射線の問題をわかり

やすく解説していただきます。一般公開で開催いたしますので、学内だけでなく、近隣の皆

さまのご来場をお待ちしております。 

 

   日 時：2011年 12月 23日（金・天皇誕生日） 

       13時 00分～14 時 30分（質疑応答のため若干の延長あり） 

       開場は 12時 30分です 

   場 所：桜美林大学 町田キャンパス 太平館 A200教室 

   講 師：甲斐 倫明 先生（大分県立看護科学大学教授） 

   演 題：放射線被ばくの健康リスクとは 

   参加費：無料・事前申込不要 

      ＊ただし会場の収容力の制約により、定員を 400 名様までとさせて 

       いただきますので、ご了承ください。 

 
甲斐倫明先生プロフィール 

 略歴：東京大学医学部放射線健康管理学教室助手 

    米国 Fred Hutchinson Cancer Research Center公衆衛生部客員研究員 

    東京大学大学院医学系研究科量子環境医学助手 

    放送大学客員教授を経て、 

    1998年より大分県立看護科学大学教授 

 専門分野：放射線保健・リスク解析、発がん数理モデル、医療被ばく 

 公的委員：国際放射線防護委員会(ICRP)第 4専門委員会委員(2005-) 

      文部科学省放射線審議会委員（2007-） 

      内閣府原子力安全委員会専門委員（2007-） 

 

 
（駐車場は収容台数がわずかで、日中は満車の場合が多いので、公共交通機関をご利用下さい） 
問い合わせ先：桜美林大学総合研究機構  042-797-9799 

桜美林大学 
太平館 


